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投資信託受益者の皆さまへ

明治安田アセットマネジメント株式会社

1. 前営業⽇⽐5％以上下落したファンドの基準価額および騰落率

新成⻑株ファンド（愛称︓グローイング・カバーズ） 32,027 -4,176 -11.53

明治安田DCトピックスプラス 16,743 -2,260 -11.89

フコク株７５大河 24,438 -1,876 -7.13

⼩型株ファンド（愛称︓グローイング・アップ） 32,549 -5,579 -14.63

明治安田セレクト⽇本株式ファンド（愛称︓初くん） 18,101 -2,934 -13.95

フコク⽇本株式ファンド 23,746 -3,595 -13.15

明治安田⽇本株式ファンド（愛称︓ターミガン） 12,239 -1,917 -13.54

明治安田ライフプランファンド７０ 17,087 -1,143 -6.27

明治安田ＴＯＰＩＸオープン 27,010 -3,770 -12.25

明治安田ＤＣ・ＴＯＰＩＸオープン 28,062 -3,915 -12.24

明治安田ＤＣ⽇本株式アルファオープン 22,936 -3,290 -12.54

明治安田ＤＣ⽇本株式アクティブ・ポートフォリオ（愛称︓ＤＣ開花宣⾔） 13,945 -2,165 -13.44

明治安田ＤＣ⽇本株式リサーチオープン（愛称︓ＤＣ和太⿎） 20,626 -2,785 -11.90

明治安田ＤＣハートフルライフ（プラン７０） 25,779 -1,725 -6.27

-7.90

岐⾩・愛知地域応援ファンド（愛称︓ノブナガファンド） 9,011 -1,150 -11.32

明治安田⽶国中⼩型成⻑株式ファンド（毎⽉決算・予想分配⾦提⽰型・為替ヘッジなし） 10,053 -624 -5.84

明治安田ＤＣ・ＴＯＰＩＸインデックスファンド 13,490 -1,882 -12.24

成⻑応援⽇本株ファンド（愛称︓匠のワザ） 6,732 -881 -11.57

明治安田クオリティ⽇本株オープン 12,659 -1,507 -10.64

にいがた未来応援⽇本株ファンド（愛称︓にいがたの架け橋） 14,964 -1,813 -10.81

⼋⼗⼆　信州応援⽇本株ファンド（愛称︓がんばれ信州） 15,419 -1,949 -11.22

基準価額が5%以上下落したファンドについて

基準価額
（円）

前営業⽇比
（円）

　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　本⽇、弊社ファンドの⼀部において、基準価額が前営業⽇比で5％以上下落いたしましたのでお知らせいたします。

ファンド名 騰落率
（％）

スーパーバランス（毎⽉分配型）（愛称︓やじろべえ） 10,220 -549 -5.10

明治安田ＤＣ中⼩型株式オープン 37,264 -5,080 -12.00

明治安田⽶国中⼩型成⻑株式ファンド 9,287 -573 -5.81

にいがた未来応援グローバル株式ファンド（愛称︓グローカルにいがた） 10,836 -930
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2. 基準価額の主な下落要因について

【国内株式相場】

出所︓Bloomberg

【外国株式相場】

出所︓Bloomberg

【外国為替相場】

出所︓為替レートは⼀般社団法⼈投資信託協会が定めたレートで、投資信託の基準価額の算出の際に⽤いています。

ＮＡＳＤＡＱ総合指数 16,776.16 17,194.14 -2.43

⽶ドル（円） 145.47 149.52 -2.71

5,346.56 5,446.68 -1.84

Russell2500グロース指数(配当込み) 12,417.17 12,848.21 -3.35

騰落率
（％）

Ｓ＆Ｐ500種株価指数

-12.23東証株価指数（TOPIX)

指数

指数 8⽉2⽇ 8⽉1⽇

東証グロース市場250指数 485.02 576.29 -15.84

8⽉5⽇ 8⽉2⽇

2,227.15 2,537.60

・基準価額は、分配落ち前の価格を掲載しています。
・当資料への掲載は基準価額が5%以上下落したファンドであり、⼩数点以下を四捨五⼊して5%の下落となる場合は含んでおりません。

　8⽉2⽇の⽶国株式相場は下落しました。前⽇のＩＳＭ製造業景気指数に続き、同⽇の雇⽤統計において非農業
部門雇⽤者数が市場予想を下回り、同国景気が予想以上に減速しているとの⾒⽅が強まり、下落しました。
　8⽉5⽇の国内株式相場は急落しました。⽶国株式相場の下落に加えて、前⽉末に比べて円高（対⽶ドル）が10
円程度と急速に進んだことによる輸出関連企業を中⼼とした企業業績の悪化懸念、⾜下の株価下落を背景とする個
⼈投資家の換⾦売りなどから急落しました。また、東京外国為替市場で⽶ドルは円に対して下落しました。⽶国景気の
減速懸念による同国の⾦融緩和観測と⽇銀のインフレの抑制を目的とする追加利上げ観測を受けた⾦利差縮⼩観
測の高まりに加えて、国内株式の大幅な調整を受けたリスク回避の動きによるドル売りが強まりました。
　当面は値動きの大きい状況が続くことも予想されますが、引き続き市場動向等を注視してまいります。

8⽉5⽇ 8⽉2⽇指数 騰落率
（％）

騰落率
（％）
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【ご留意事項】

● お申込みに際しての留意事項
・

・
・

● 投資信託に係る主なリスク
・

・

● 投資信託に係る費⽤

①直接ご負担いただく費⽤
・ 購⼊時⼿数料

・ 信託財産留保額

②保有期間中に間接的にご負担いただく費⽤（ファンドが負担する費⽤）
・ 運⽤管理費⽤（信託報酬）

・ その他の費⽤・⼿数料

※

明治安田アセットマネジメント株式会社
⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第405号
加⼊協会︓⼀般社団法⼈投資信託協会/⼀般社団法⼈⽇本投資顧問業協会

換⾦申込受付⽇または換⾦申込受付⽇の翌営業⽇の基準価額に上限0.5％の率を乗じて得た額とします。

信託財産の純資産総額に対し実質的に年2.09％（税抜1.9％）の率を乗じて得た額を上限とします。
※⼀部の投資信託には成功報酬が定められており、信託財産から支払われます。詳細については投資信託説明書
（交付目論⾒書）をご確認ください。

信託財産の監査にかかる費⽤（監査費⽤）として監査法⼈に支払う他、有価証券等の売買の際に売買仲介⼈に支
払う売買委託⼿数料、先物取引・オプション取引等に要する費⽤、資産を外国で保管する場合に当該資産の保管や
資⾦の送⾦等に要する費⽤として保管銀⾏に支払う保管費⽤、その他信託事務の処理に要する費⽤等がある場合に
は、信託財産でご負担いただきます。（その他の費⽤については、運⽤状況等により変動しますので、事前に料率、上限
額等を表⽰することができません。また、監査費⽤は監査法⼈等によって⾒直され、変更される場合があります。）

上記に記載している費⽤等は、⼀般的な投資信託を想定しています。費⽤の料率については、明治安田アセットマネジメン
トが運⽤するすべての投資信託のうち、徴収するそれぞれの費⽤における最高の料率を記載しています。各ファンドの⼿数料
等の詳細は、投資信託説明書（交付目論⾒書）をご覧ください。

当資料は、投資家の皆さまがファンドの理解に資するための情報提供を目的とするものであり、投資勧誘を目的とするものでは
ありません。

お客さまには、以下の費⽤の合計をご負担いただきます。合計額については、投資者の皆さまの保有期間等に応じて異なりま
すので、表⽰することができません。

購⼊価額に、3.3％（税抜3.0％）を上限として、各販売会社が定める料率を乗じて得た⾦額とします。

投資信託は、値動きのある有価証券等（外貨建資産には為替変動リスクもあります。）に投資しますので、価格変動の
影響を受け、基準価額は変動します。これらの運⽤により信託財産に生じた運⽤成果（損益）はすべて投資者の皆さま
に帰属します。したがって、投資者の皆さまの投資元本は保証されているものではなく、基準価額の下落により投資元本を
割り込み、損失を被ることがあります。投資信託は預貯⾦と異なります。
投資信託の主なリスクには、株価変動リスク、債券価格変動リスク、信⽤リスク、流動性リスク、為替変動リスク、カントリーリ
スク等がありますが、基準価額の変動要因はこれらに限定されるものではありません。投資信託は、個別のファンドにより投資
対象資産の種類や投資制限、投資対象国等が異なりますので、各ファンドのリスクの内容や性質はそれぞれ異なります。詳
細については投資信託説明書（交付目論⾒書）をご覧ください。

投資信託のお申込みを⾏う場合には投資信託説明書（交付目論⾒書）を販売会社よりお渡しいたしますので、必ず投
資信託説明書（交付目論⾒書）で内容をご確認のうえ、ご⾃⾝でご判断ください。
投資信託のお取引に関しては、⾦融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適⽤はありません。
投資信託は、預貯⾦や保険契約とは異なり、預⾦保険機構および保険契約者保護機構の保護の対象ではなく、また、登
録⾦融機関から購⼊された投資信託は投資者保護基⾦の補償対象ではありません。
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